
古紙配合率 100％再生紙を使用しています

⑯
天
下
無
双
の
怪
力「
第
６
代
横
綱
・
阿お

う
の
ま
つ

武
松
」

第
６
代
横
綱
阿
武
松
緑
之
助

は
、
１
７
９
１
年
、
七
海
村

（
現
・
七
見
）
に
生
ま
れ
ま
し
た
。

身
長
１
７
３
㎝
、
体
重
１
３
５
㎏
で

色
白
の
肥
満
型
、
力
が
こ
も
る
と

全
身
が
真
っ
赤
に
染
ま
り
、
見
事
な

容
姿
で
あ
っ
た
と
伝
え
ら
れ
て
い
ま

す
。
長
州
毛
利
候
の
お
抱
え
力
士
で

あ
っ
た
阿
武
松
の
し
こ
名
は
、
萩
の

名
称
「
阿
武
の
松
原
」
に
由
来
す
る

も
の
で
す
。

　

初
土
俵
以
来
、
一
場
所
も
負
け
越

し
た
こ
と
は
な
く
「
稲いな
づ
ま妻

」「
緋ひお
と
し緘

」

と
と
も
に
「
文
政
角
界
の
三さん
け
つ傑

」
と

呼
ば
れ
ま
し
た
。

　

現
在
、
生
地
で
あ
る
七
見
に
は
高

さ
が
５
ｍ
に
達
す
る「
横
綱
阿
武
松
」

の
石
碑
が
建
て
ら
れ
て
お
り
、
こ
の

地
方
を
巡
業
す
る
力
士
は
必
ず
立
ち

寄
り
参
詣
す
る
そ
う
で
す
。

　

今
回
大
相
撲
に
入
門
す
る
３
人
を

含
め
る
と
、
能
登
町
出
身
の
現
役
力

士
は
５
人
と
な
り
ま
す
。
郷
土
が
生

ん
だ
大
横
綱
「
阿
武
松
」
の
名
を
胸

に
刻
み
、
が
ん
ば
っ
て
く
だ
さ
い
。
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第６代横綱　阿武松緑之助
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国指定重要無形民俗文化財「能登のアマメハギ」／ 2月 3日、秋吉地区



語
る
会
を
5
カ
所
で
開
催

　

能
登
町
の
未
来
を
語
る
会
（
以
下

「
語
る
会
」）
は
、
わ
た
し
た
ち
行
政

が
、
直
接
住
民
の
み
な
さ
ん
に
政
策

や
町
の
状
況
を
説
明
し
、
み
な
さ
ん

の
意
見
を
伺
う
懇
談
会
で
す
。

　

今
年
度
は
、
昨
年
9
月
に
策
定
さ

れ
た
第
1
次
能
登
町
総
合
計
画
と
行

政
改
革
を
テ
ー
マ
に
し
て
、
2
月
14

日
か
ら
21
日
に
か
け
て
町
内
５
カ
所

で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

さ
ら
な
る
行
財
政
改
革
を

　

語
る
会
の
冒
頭
、
持
木
町
長
は
各

地
区
に
お
け
る
事
業
の
進
捗
状
況
な

ど
を
説
明
し
ま
し
た
。
ま
た
、
厳
し

い
財
政
状
況
の
中
、
ハ
ー
ド
事
業
よ

り
も
ソ
フ
ト
事
業
を
重
点
的
に
事
業

化
す
る
こ
と
、
職
員
数
削
減
な
ど
の

行
政
改
革
を
前
倒
し
し
て
実
施
す
る

こ
と
な
ど
を
述
べ
ま
し
た
。

総
合
計
画
の
概
要
を
説
明

　

続
い
て
、
町
の
将
来
ビ
ジ
ョ
ン
を

描
い
た
能
登
町
総
合
計
画
に
つ
い
て

担
当
者
が
説
明
し
ま
し
た
。

　

す
で
に
全
戸
配
布
さ
れ
て
い
る
概

要
版
を
も
と
に
、
今
後
の
ま
ち
づ
く

り
の
基
本
方
針
や
重
点
的
に
事
業
化

す
る
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
な
ど
に
つ
い
て

話
し
ま
し
た
。

行
革
の
成
果
は
？

　

次
に
、
今
年
度
設
置
さ
れ
た
行
財

政
改
革
室
長
か
ら
17
・
18
年
度
の
行

政
改
革
の
成
果
や
19
年
度
以
降
の
実

施
計
画
、
能
登
町
の
財
政
状
況
な
ど

の
説
明
が
あ
り
ま
し
た
。

　

能
登
町
行
政
改
革
大
綱
に
も
と

づ
き
進
め
ら
れ
て
い
る
こ
の
行
政

改
革
。
17
・
18
年
度
の
2
年
間
で
は

9
億
２
３
０
０
万
円
の
削
減
効
果
を

見
込
ん
で
い
ま
す
。
ま
た
、
19
年
度

以
降
は
分
庁
方
式
の
見
直
し
や
事
務

事
業
の
徹
底
し
た
見
直
し
な
ど
に
よ

る
一
層
の
経
費
削
減
を
図
る
と
と
も

に
、
行
政
サ
ー
ビ
ス
の
均
一
化
や
窓

口
業
務
延
長
な
ど
、
住
民
サ
ー
ビ
ス

の
向
上
も
目
指
し
て
い
ま
す
。

　
協
働
の
ま
ち
づ
く
り
の
た
め
に

　

今
後
は
、
総
合
計
画
に
記
載
さ
れ

て
い
る
「
重
点
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
を

順
次
推
進
し
て
い
き
ま
す
が
、
今
回

の
語
る
会
で
住
民
の
み
な
さ
ん
か
ら

い
た
だ
い
た
貴
重
な
意
見
・
提
案
な

ど
は
、
十
分
に
検
討
し
、
計
画
に
反

映
さ
せ
て
い
く
こ
と
が
で
き
る
よ
う

に
努
め
て
い
き
ま
す
。

　

住
民
と
行
政
に
よ
る
協
働
の
ま
ち

づ
く
り
の
た
め
に
は
、
直
接
住
民
の

み
な
さ
ん
と
話
し
合
い
を
す
る
こ
と

は
と
て
も
重
要
で
す
。
語
る
会
は
、

今
後
も
み
な
さ
ん
の
関
心
事
や
重
要

課
題
を
テ
ー
マ
に
、
随
時
開
催
し
て

い
く
予
定
で
す
。
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【
町
の
財
政
状
況
に
つ
い
て
】

▼
町
の
財
政
状
況
が
こ
こ
ま
で
悪
く

な
っ
た
の
は
な
ぜ
か
？
予
想
で
き
て

い
た
の
か
？

▽
町
の
財
政
状
況
に
つ
い
て
は
、
合

併
協
議
の
中
で
10
年
間
の
計
画
を
立

て
て
い
ま
し
た
。
合
併
し
て
急
に
財

政
が
悪
く
な
っ
た
わ
け
で
は
あ
り
ま

せ
ん
。
た
だ
、
三
位
一
体
改
革
に
よ

り
現
在
の
財
政
悪
化
の
主
な
原
因
と

な
っ
て
い
る
地
方
交
付
税
や
補
助
金

の
削
減
に
つ
い
て
は
、
こ
こ
ま
で
急

激
に
進
む
こ
と
は
予
想
す
る
こ
と
が

で
き
ま
せ
ん
で
し
た
。

▼
財
政
再
建
の
め
ど
は
？

▽
町
の
財
政
構
造
は
公
債
費
（
借
金

の
返
済
）
の
割
合
が
類
似
団
体
に
比

べ
て
大
き
い
こ
と
が
問
題
で
す
。
行

政
改
革
な
ど
に
よ
り
財
源
を
捻
出

し
、繰
上
償
還
を
行
う
こ
と
に
よ
り
、

平
成
20
年
度
の
決
算
に
は
、
現
在
の

危
機
的
な
状
況
を
脱
す
る
こ
と
が
で

き
る
よ
う
計
画
を
立
て
て
い
ま
す
。

▼
今
後
水
道
料
金
な
ど
住
民
の
負
担

は
増
え
る
の
か
？

▽
合
併
時
に
は
負
担
は
軽
い
ほ
う
に

統
一
し
た
も
の
も
あ
り
ま
す
。
し
か

し
、
上
下
水
道
料
な
ど
は
使
用
料
収

入
だ
け
で
は
維
持
で
き
な
い
状
況
で

あ
り
、
近
隣
市
町
と
比
較
し
て
安
い

も
の
は
適
正
な
料
金
に
改
定
し
て
い

き
ま
す
。

▼
こ
れ
だ
け
町
の
財
政
が
厳
し
い
と

い
う
の
に
庁
舎
建
設
基
金
は
必
要
な

の
か
？

▽
す
ぐ
に
庁
舎
が
建
て
ら
れ
る
と
は

考
え
て
い
ま
せ
ん
。
将
来
、
今
の
庁

舎
が
使
え
な
く
な
っ
た
と
き
の
足
が

か
り
に
し
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

【
総
合
計
画
に
つ
い
て
】

▼
総
合
計
画
が
目
指
す
ま
ち
づ
く
り

は
住
民
に
は
わ
か
り
づ
ら
い
。
夢
の

あ
る
計
画
を
示
し
て
ほ
し
い
。

▽
各
家
庭
に
配
布
し
た
資
料
は
概
要

版
で
す
。
施
策
の
展
開
に
つ
い
て
は

本
編
（
町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
閲
覧
ま

た
は
一
部
１
０
０
０
円
で
販
売
）
に

お
い
て
10
年
間
を
前
期
後
期
に
分
け

て
事
業
主
体
や
重
点
度
な
ど
を
明
記

し
て
い
ま
す
。

▼
ま
ち
づ
く
り
に
対
す
る
情
熱
を

も
っ
た
住
民
が
主
体
の
「
ま
ち
づ
く

り
協
議
会
」
を
作
る
べ
き
。

【
行
政
改
革
に
つ
い
て
】

▼
民
間
の
目
か
ら
見
る
と
、
今
の
行

政
改
革
は
ま
だ
甘
い
と
感
じ
る
。

▽
職
員
の
削
減
な
ど
改
革
を
前
倒
し

で
き
る
も
の
は
前
倒
し
し
ま
す
。
ま

た
職
員
の
意
識
を
改
革
す
る
た
め

に
、
今
後
は
職
員
が
自
分
た
ち
で
で

き
る
こ
と
は
自
分
た
ち
で
や
る
よ
う

に
し
ま
す
。

▼
学
校
の
統
廃
合
が
進
ん
で
も
町
の

未
来
を
担
う
子
ど
も
た
ち
の
こ
と
を

ち
ゃ
ん
と
考
え
て
ほ
し
い
。

▼
補
助
金
削
減
な
ど
の
行
政
改
革
と

交
流
を
促
進
し
よ
う
と
す
る
総
合
計

画
は
相
反
す
る
の
で
は
な
い
か
？

▽
行
政
改
革
に
よ
っ
て
財
政
再
建
を

果
た
し
て
こ
そ
、
総
合
計
画
で
描
い

た
ま
ち
づ
く
り
が
進
む
と
考
え
て
い

ま
す
。

【
町
の
活
性
化
に
つ
い
て
】

▼
海
洋
深
層
水
に
つ
い
て
、
市
場
調

査
や
利
用
拡
大
に
む
け
た
営
業
活
動

な
ど
を
行
っ
て
い
る
の
か
？

▽
深
層
水
を
事
業
化
し
た
目
的
は
町

の
産
業
の
活
性
化
で
す
。
町
が
取
水

す
る
深
層
水
を
使
っ
て
付
加
価
値
の

あ
る
商
品
が
生
ま
れ
れ
ば
と
考
え
て

い
ま
す
。

▼
県
人
会
な
ど
の
人
脈
を
頼
り
、
企

業
誘
致
に
取
り
組
ん
で
ほ
し
い
。

▼
高
い
収
益
を
上
げ
る
農
産
物
を
研

究
開
発
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

▼
お
金
が
町
内
で
回
る
よ
う
に
町
職

員
は
地
元
で
お
金
を
使
う
べ
き
。

▼
議
会
に
対
し
て
、
町
民
の
た
め
に

な
る
こ
と
な
ら
ば
も
っ
と
強
く
発
言

し
て
ほ
し
い
。

町
の
現い

ま在
を
知
り

　
　
　

未み

ら

い来
を
語
る
。

語
る
会
で
は
、
住
民
の
み
な
さ
ん
か
ら
た
く
さ
ん
の
質
問
や

提
案
が
あ
り
ま
し
た
。
そ
の
一
部
を
ご
紹
介
し
ま
す
。
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ス
ポ
ー
ツ
の
振
興
を
図
る
た

め
、
県
大
会
以
上
の
大
会
に

お
い
て
優
秀
な
成
績
を
収
め
た
人
や

ス
ポ
ー
ツ
の
振
興
に
大
き
な
貢
献
の

あ
っ
た
人
を
表
彰
す
る
「
平
成
18
年

度
能
登
町
ス
ポ
ー
ツ
表
彰
式
」
が
、

2
月
23
日
に
能
都
庁
舎
4
階
ホ
ー
ル

で
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

式
典
に
は
、
平
成
18
年
1
月
か
ら

12
月
に
行
わ
れ
た
ス
ポ
ー
ツ
の
大
会

で
優
秀
な
成
績
を
収
め
た
約
90
人
が

表
彰
を
受
け
ま
し
た
。

能
登
町
ス
ポ
ー
ツ
賞

　

全
国
大
会
以
上
に
出
場
し
、
優
勝

ま
た
は
こ
れ
に
準
ず
る
成
績
を
収
め

た
個
人
や
団
体

二
田
早
智
子
（
能
都
中
）

小
谷
内
良
華
（
能
都
中
）

全
国
中
学
校
ソ
フ
ト
テ
ニ
ス
大
会

個
人
ダ
ブ
ル
ス　

準
優
勝

佐
々
木
美
和
（
宇
出
津
小
）

山
瀬
侑
希
（
宇
出
津
小
）

全
日
本
小
学
生
ソ
フ
ト
テ
ニ
ス
選
手
権
大
会

個
人
ダ
ブ
ル
ス　

優
勝

尾
上
真
耶
（
真
脇
小
）

岩
崎
加
奈
（
真
脇
小
）

全
日
本
小
学
生
ソ
フ
ト
テ
ニ
ス
選
手
権
大
会

団
体　

準
優
勝

池
田
浩
太
（
能
登
青
翔
高
）

全
国
高
等
学
校
総
合
体
育
大
会

ア
ー
チ
ェ
リ
ー
競
技
個
人　

準
優
勝

菊
田
泰
子
（
飯
田
高
）

全
国
高
等
学
校
女
子
ウ
エ
イ
ト
リ
フ
テ
ィ
ン
グ

競
技
選
手
権
大
会
個
人
58
㎏
級　

準
優
勝

竹
内
志
津（
神
戸
松
蔭
女
子
学
院
大
）

全
日
本
学
生
ソ
フ
ト
テ
ニ
ス
シ
ン
グ
ル
ス
選
手

権
大
会
個
人　

優
勝

仙
福
剛
悠
（
高
田
商
業
高
）

全
国
高
等
学
校
総
合
体
育
大
会

ソ
フ
ト
テ
ニ
ス
競
技
団
体　

優
勝

菊
田
裕
子
（
早
稲
田
大
）

全
日
本
大
学
対
抗
女
子
ウ
エ
イ
ト
リ
フ
テ
ィ
ン

グ
選
手
権
大
会
個
人
75
㎏
級　

優
勝

森
田
裕
庫（
ウ
エ
イ
ト
リ
フ
テ
ィ
ン
グ
協
会
）

秋
季
国
民
体
育
大
会
ウ
エ
イ
ト
リ
フ
テ
ィ
ン
グ

競
技
個
人
62
㎏
級　

準
優
勝

能
登
町
ス
ポ
ー
ツ
奨
励
賞

　

県
大
会
以
上
の
規
模
の
大
会
に
出

場
し
、
優
勝
ま
た
は
こ
れ
に
準
ず
る

成
績
を
収
め
た
個
人
や
団
体
お
よ
び

国
民
体
育
大
会
に
出
場
し
た
個
人

桑
村
颯
汰
（
松
波
小
）

石
川
県
相
撲
選
手
権
大
会
小
学
校
低
学
年
の
部

優
勝

山
本
恵
未
（
柳
田
小
）

石
川
県
小
学
校
陸
上
大
会
女
子
走
高
跳　

優
勝

西　

か
え
で
（
柳
田
小
）

石
川
県
ク
ロ
ス
カ
ン
ト
リ
ー
選
手
権
大
会

小
学
５
年
の
部　

優
勝

石
田
夏
那
（
柳
田
小
）

石
川
県
ク
ロ
ス
カ
ン
ト
リ
ー
選
手
権
大
会

小
学
１
年
の
部　

優
勝

山
下
藍
里
（
鵜
川
小
）

道
地
佑
李
（
鵜
川
小
）

石
川
県
小
学
生
学
年
別
ソ
フ
ト
テ
ニ
ス
イ
ン
ド

ア
大
会
５
年
の
部
個
人
ダ
ブ
ル
ス　

優
勝

大
屋
健
一
（
鵜
川
小
）

石
川
県
小
学
生
学
年
別
ソ
フ
ト
テ
ニ
ス
イ
ン
ド

ア
大
会
５
年
の
部
個
人
ダ
ブ
ル
ス　

優
勝

下
畠
雅
大
（
鵜
川
小
）

清
水
寛
生
（
鵜
川
小
）

石
川
県
小
学
生
学
年
別
ソ
フ
ト
テ
ニ
ス
大
会

５
年
の
部
個
人
ダ
ブ
ル
ス　

優
勝

橋
本　

遥
（
鵜
川
小
）

中
田
依
緒
里
（
鵜
川
小
）

石
川
県
小
学
生
学
年
別
ソ
フ
ト
テ
ニ
ス
大
会

４
年
の
部
個
人
ダ
ブ
ル
ス　

優
勝

紺
谷
智
仁
（
鵜
川
中
）

坂
下
昌
博
（
鵜
川
中
）

石
川
県
中
学
校
選
抜
ソ
フ
ト
テ
ニ
ス
大
会

個
人
ダ
ブ
ル
ス　

優
勝

道
下
直
人
（
鵜
川
中
）

堂
野
貴
寛
（
鵜
川
中
）

石
川
県
中
学
校
ソ
フ
ト
テ
ニ
ス
大
会

個
人
ダ
ブ
ル
ス　

優
勝

谷
上　

蛍
（
飯
田
高
）

北
信
越
高
等
学
校
ウ
エ
イ
ト
リ
フ
テ
ィ
ン
グ
競

技
選
手
権
大
会
女
子
＋
75
㎏
級　

優
勝

田
中
千
晶
（
飯
田
高
）

藤
本
優
香
（
飯
田
高
）

石
川
県
高
等
学
校
ソ
フ
ト
テ
ニ
ス
新
人
大
会

個
人
ダ
ブ
ル
ス　

優
勝

板
谷
浩
史
（
金
沢
高
）

全
国
高
等
学
校
野
球
選
手
権
大
会
石
川
大
会　

団
体
優
勝

寺
下
祐
樹
（
金
沢
市
立
工
業
高
）

久
山　

毅
（
金
沢
市
立
工
業
高
）

石
川
県
高
等
学
校
相
撲
選
手
権
大
会
団
体
の
部

優
勝

田
中　

舞
（
能
登
青
翔
高
）

石
川
県
高
等
学
校
総
合
体
育
大
会

ア
ー
チ
ェ
リ
ー
競
技
女
子
個
人　

優
勝

大
井　

凌
（
能
登
青
翔
高
）

石
川
県
高
等
学
校
新
人
体
育
大
会

ア
ー
チ
ェ
リ
ー
競
技
男
子
個
人　

優
勝

佐
野
隆
浩
（
金
沢
星
稜
大
）

県
民
体
育
大
会
陸
上
競
技
男
子
走
高
跳　

優
勝

菊
田
克
己（
ウ
エ
イ
ト
リ
フ
テ
ィ
ン
グ
協
会
）

県
民
体
育
大
会
ウ
エ
イ
ト
リ
フ
テ
ィ
ン
グ
競
技

個
人
85
㎏
級　

優
勝

駒
寄
真
弓
（
ア
ー
チ
ェ
リ
ー
協
会
）

県
民
体
育
大
会
ア
ー
チ
ェ
リ
ー
競
技

個
人　

優
勝

【
秋
季
国
民
体
育
大
会
出
場
】

・
相
撲
競
技

三
瀬
功
太
（
金
沢
市
立
工
業
高
）

寺
下
隆
浩
（
東
洋
大
）

坂
下
昭
徳
（
相
撲
連
盟
）

・
ソ
フ
ト
テ
ニ
ス
競
技

畠
中
歩
美
（
能
都
北
辰
高
）

岡
川　

光
（
能
都
北
辰
高
）

畠
中
愛
美
（
能
都
北
辰
高
）

野
口
茉
衣
（
能
都
北
辰
高
）

寺
下
将
司
（
小
松
市
立
高
）

吉
岡
翔
太
（
日
本
体
育
大
）

川
口
晶
子
（
早
稲
田
大
）

川
原
智
恵
子
（
日
本
体
育
大
）

新
平
浩
之
（
ニ
ッ
コ
ー
）

高
山
泰
英
（
長
谷
川
ス
ポ
ー
ツ
）

高
山
知
之
（
兼
六
ク
ラ
ブ
）

・
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
競
技

小
宿　

咲
（
津
幡
高
）

・
陸
上
競
技
（
棒
高
跳
）

佐
小
田
孝
一
（
珠
洲
実
業
高
）

【
団
体
】

小
木
ク
ラ
ブ
（
小
木
小
）

　

谷
口
翔
太
、
牧　

恭
祐

　

川
端
久
士
、
川
本
雅
人

　

曽
良
祐
貴
、
後
田
隆
樹

　

鍵
主
翔
伍
、
坂
東　

祥

　

山
市
宗
広
、
広
瀬
良
輝

　

中
町
幸
司
、
曽
良
順
平

　

蟹　

暁　

、
林　

寛
文

春
の
全
国
小
学
生
ド
ッ
ジ
ボ
ー
ル
選
手
権

石
川
県
大
会　

優
勝

能
都
中
学
校
ソ
フ
ト
テ
ニ
ス
部

　

二
田
早
智
子
、
小
谷
内
良
華

　

佐
々
木
真
子
、
岩
本
紗
緒
里

　

奥　

亜
紗
日
、
紅
屋
来
美

　

蔵　

理
恵
子
、
谷
内　

萌

　

寺
越
由
紀
子

北
信
越
中
学
校
総
合
体
育
大
会
ソ
フ
ト
テ
ニ
ス

競
技
・
石
川
県
中
学
校
選
抜
イ
ン
ド
ア
ソ
フ
ト

テ
ニ
ス
大
会　

優
勝

鵜
川
中
学
校
男
子
ソ
フ
ト
テ
ニ
ス
部

　

道
下
直
人
、
堂
野
貴
寛

　

紺
谷
智
仁
、
坂
下
昌
博

　

上
端
達
也
、
馬
場
准
樹

　

道
地
亮
太
、
清
水
基
善

北
信
越
中
学
校
総
合
体
育
大
会

ソ
フ
ト
テ
ニ
ス
競
技　

優
勝

能
登
青
翔
高
校
ア
ー
チ
ェ
リ
ー
部

　

田
中　

舞
、
元
井
優
貴

　

三
好
伶
奈

石
川
県
高
等
学
校
総
合
体
育
大
会

ア
ー
チ
ェ
リ
ー
競
技　

優
勝

能
都
北
辰
高
校
女
子
ソ
フ
ト
テ
ニ
ス
部

　

畠
中
歩
美
、
岡
川　

光

　

野
口
百
香
、
木
下
満
帆
子

　

野
口
茉
衣
、
畠
中
愛
美

　

丸
谷
幸
代
、
畠
中
さ
ゆ
り

　

中
町
美
香
、
濱
野
由
香

石
川
県
高
等
学
校
総
合
体
育
大
会
ソ
フ
ト
テ
ニ

ス
競
技
・
石
川
県
高
校
新
人
体
育
大
会
ソ
フ
ト

テ
ニ
ス
競
技
・
石
川
県
高
校
選
抜
ソ
フ
ト
テ
ニ

ス
大
会　

優
勝

能
都
北
辰
高
校
男
子
ソ
フ
ト
テ
ニ
ス
部

　

高
宮
大
輔
、
坪
根
俊
幸

　

青
木
宏
義
、
柳
本
篤
二

　

川
端
光
明
、
下
畠
慎
也

　

灰
外
陵
平

石
川
県
高
校
選
抜
ソ
フ
ト
テ
ニ
ス
大
会　

優
勝

能
登
町
ス
ポ
ー
ツ
振
興
賞

　

町
内
の
ス
ポ
ー
ツ
の
健
全
な
普
及

発
展
に
著
し
く
貢
献
し
た
個
人
、
団

体
、
企
業

竹
橋　

昭
（
ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
協
会
）

浜　

理
一
郎
（
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
協
会
）

がんばった人に
平成 18年度能登町スポーツ表彰式
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町
職
員
の

給
与
等
の

あ
ら
ま
し

町の職員は、町民のみなさんの快適な暮らしのため、税務、福祉、保健、農林水産、
土木、防災、教育などあらゆる分野の仕事に携わりながら、より住みよい町づ
くりの実現にむけて働いています。

　町職員の給与は、人事院勧告に基づいて行われる国家公務員の給与に準じて条例案が作
られ、町議会の議決を経て支給されています。
　行政の透明性を確保し、町民のみなさんに一層のご理解をいただくため、職員に支給し
ている給与等のあらましをお知らせします。

１．人件費の状況（普通会計決算）

区分
住民基本台帳人口
（17 年度末）

歳出額Ａ
（千円）

実質収支
（千円）

人件費Ｂ
（千円）

人件費率
Ｂ／Ａ

16 年度の
人件費率

17 年度 23,158 人 18,075,298 290,801 2,748,345 15.2％ 17.0％

２．職員給与費の状況（普通会計決算）

区分
職員数
Ａ

給与費（職員手当には退職手当を含まない） 一人当たり給与費
Ｂ／Ａ給料 職員手当 期末・勤勉手当 計　Ｂ

17 年度 349 人 1,288,022 千円 135,115 千円 519,198 千円 1,942,335 千円 5,565 千円

３．職員の初任給月額、平均給料月額および平均年齢の状況（18年 4月 1日現在）

区分
初任給月額

平均給与月額 平均年齢
町 県 国

一　般
行政職

大学卒 170,200 円 170,200 円 170,200 円 287,400 円 38 歳 11 月

高校卒 138,400 円 138,400 円 138,400 円 362,000 円 49 歳 7月

４．一般行政職の級別職員数の状況（18 年 4月 1日現在）
区分 1級 2級 3級 4級 5級 6級

職　名
主事補
技師補

主事
技師

主幹
係長
主査

課長補佐
主幹

課長
課参事

町参事
課長

職員数 31 人 38 人 96 人 64 人 20 人 28 人

構成比 11.2％ 13.7％ 34.7％ 23.1％ 7.2％ 10.1％

（注）能登町職員の給与条例に基づく給料表の級区分による職員数

５．職員手当の状況
　職員に支給される主な手当は次のようなものがあります。

・期末、勤勉手当…平成 18 年度は、一般職▲ 20％、特別職▲ 30％の減額を実施
・退職手当…勤務した年数に応じて、退職時の給料月額に表に示す率を乗じた額を支給
・時間外勤務手当…正規の勤務時間を超えて勤務した職員に支給
・特殊勤務手当…著しく危険、不快、困難な勤務、そのほか著しく特殊な勤務に従事する職員に支給

５－①期末、勤勉手当（18年度）
区分 期末手当 勤勉手当

支
給
率

6月期 1.12 月分 0.58 月分

12 月期 1.28 月分 0.58 月分

計 2.40 月分 1.16 月分

加算措置 職制上の段階、職務の級などによる

５－②退職手当
区分 自己都合 勧奨定年

支
給
率

勤続 20 年 21.00 月分 27.30 月分

勤続 25 年 33.75 月分 42.12 月分

勤続 35 年 47.50 月分 59.28 月分

最高限度 59.28 月分 59.28 月分

平均支給額 953 千円 16,905 千円

加算措置 定年前早期退職特別措置

５－③扶養・住居・通勤手当　国の基準と同じ

５－④時間外勤務手当（一般会計）

17 年度
支 給 総 額 20,880 千円

職員 1 人当たり支給年額 193 千円

５－⑤特殊勤務手当（17年度）

区分 全職種

職員全体に占める手当支給職員の割合 38.1％

支給対象職員 1人当たり平均支給年額 546,221 円

手当の種類（手当数） 12 種類

６．特別職の報酬等の状況（18年度）

区分 月額 期末手当

給料
町　長
助　役
収入役

820,000 円
590,000 円
540,000 円

6 月期　1.12 月
12 月期　1.19 月

計　2.31 月
報酬

議　長
副議長
議　員

275,000 円
245,000 円
225,000 円

（注）特別職の報酬などの金額は、学識経験者などで構成される
特別報酬等審議会の答申に基づき、条例で定められています。

７．給与水準（ラスパイレス指数※）

区分 17 年度

能登町 88.8

県内町 87.4

全国町村 93.5

８．部門別職員数の状況（4月 1日現在）

区分
職員数

前年比
17 年度 18 年度

一般行政

議会
総務
税務
労働

農林水産
商工
土木
民生
衛生

5
100
19
2
24
13
20
96
31

5
93
19
2
25
14
21
99
29

0
△ 7
0
0
1
1
1
3

△ 2
小計 310 307 △ 3

特別行政 教育 46 47 1

公営企業
等会計

病院
水道
下水道
その他

173
16
10
22

172
16
10
18

△ 1
0
0

△ 4
小計 221 216 △ 5

合計 577 570 △ 7

９．適正化計画

①適正な定員管理
　徹底したスクラップ・アンド・ビルドにより、総数の増
加を極力抑制するなかで、政策の変化や業務量の変化に応
じた職員の適正配置に努めています。
　「定員適正化計画」による計画では、10 年間で 140 人を
削減する目標を掲げています。

②定員適正化手法の概要
　現在、職員採用の抑制により、職員の削減を行っていま
すが、合併のメリットを活かした行政改革大綱をもとに、
既定業務に係る定員の徹底した見直しを行い、政策の変化
や業務量の変化に応じた職員の適正配置に努め、定員の管
理適正化を推進します。

※国家公務員の俸給月額を 100 とした場合の地方
　公務員一般行政職の給料の水準を示したもの
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Vol. ９
ア

マ
メ
ハ
ギ
と
は
、
立
春
前
夜
、
節

分
の
夜
に
子
ど
も
た
ち
に
よ
っ
て

行
わ
れ
る
伝
統
行
事
。
子
ど
も
た

ち
は
、
自
分
で
作
っ
た
鬼
の
面
を
着
け
、
箕
、

前
垂
れ
を
あ
て
、
サ
イ
ケ
と
呼
ば
れ
る
桶
と
竹

で
作
っ
た
包
丁
を
手
に
家
々
を
ま
わ
る
。
そ
の

際
「
あ
ま
め
ー
」「
怠
け
者
は
お
ら
ん
か
」
な

ど
と
子
ど
も
た
ち
に
聞
か
せ
、
冬
の
間
の
怠
け

た
心
を
戒
め
る
。

　

秋
吉
地
区
で
は
、
こ
の
大
切
な
行
事
を
後
世

に
残
そ
う
と
、
昭
和
44
年
に
「
ア
マ
メ
ハ
ギ
保

存
会
」
を
結
成
し
、
保
存
・
伝
承
活
動
を
行
っ

て
い
る
。

　

こ
の
保
存
会
の
会
長
を
28
年
間
務
め
て
い
る

の
が
、秋
吉
の
天
野  

登
さ
ん
だ
。天
野
さ
ん
は
、

「
自
分
が
子
ど
も
の
と
き
の
ア
マ
メ
ハ
ギ
は
本

当
に
楽
し
か
っ
た
。
今
の
子
ど
も
た
ち
に
も
ア

マ
メ
ハ
ギ
を
楽
し
ん
で
欲
し
い
」
と
話
す
。

　

ア
マ
メ
ハ
ギ
は
昭
和
54
年
2
月
3
日
、
旧
門

前
町
皆
月
地
区
に
伝
わ
る
「
あ
ま
め
は
ぎ
」
と
、

輪
島
市
に
伝
わ
る
「
面め
ん
さ
ま
ね
ん
と
う

様
年
頭
」
と
合
わ
せ
て

「
能
登
の
ア
マ
メ
ハ
ギ
」
と
し
て
国
指
定
重
要

無
形
民
俗
文
化
財
に
指
定
さ
れ
た
。
門
前
・
輪

島
の
行
事
は
1
月
に
行
わ
れ
る
が
、
ア
マ
メ
ハ

ギ
は
節
分
の
日
、
2
月
3
日
に
行
わ
れ
る
。

　
「
節
分
は
季
節
の
分
か
れ
目
。
ア
マ
メ
ハ
ギ

は
季
節
が
変
わ
っ
て
も
い
つ
ま
で
も
怠
け
て
い

て
は
ダ
メ
や
と
神
様
が
教
え
て
く
れ
る
行
事
」

と
語
る
。
天
野
さ
ん
は
「
鬼
は
こ
わ
い
も
の
で

は
な
い
。
能
登
は
や
さ
し
や
土
ま
で
も
の
言
葉

の
と
お
り
、
鬼
も
ま
た
や
さ
し
い
」
と
感
じ
て

い
る
。

　

国
指
定
文
化
財
と
な
り
、
ア
マ
メ
ハ
ギ
が
新

聞
、
テ
レ
ビ
、
雑
誌
な
ど
の
メ
デ
ィ
ア
に
取
り

上
げ
ら
れ
る
よ
う
に
な
る
と
、
撮
影
に
訪
れ
る

カ
メ
ラ
マ
ン
も
年
々
増
え
て
き
た
。「
カ
メ
ラ

マ
ン
に
色
々
注
文
を
付
け
ら
れ
る
子
ど
も
た
ち

が
か
わ
い
そ
う
で
、
取
材
を
断
る
と
き
も
あ

る
」
と
い
う
。「
ア
マ
メ
ハ
ギ
は
芸
能
で
は
な

く
、
伝
統
行
事
と
し
て
残
し
て
い
く
こ
と
が
大

切
」
と
の
思
い
か
ら
だ
。

　

天
野
さ
ん
の
保
存
伝
承
活
動
は
精
力
的
だ
。

自
宅
の
一
室
を
プ
チ
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
「
奥
能
登

ト
リ
ビ
ア
蔵
あ
ま
め
は
ぎ
館
」
と
し
、
ア
マ
メ

ハ
ギ
で
実
際
に
使
わ
れ
る
道
具
や
天
野
さ
ん
自

身
が
撮
影
し
た
昔
の
写
真
な
ど
を
展
示
し
て
い

る
。「
ア
マ
メ
ハ
ギ
に
興
味
を
も
っ
て
訪
れ
て

く
れ
る
人
に
、
来
て
良
か
っ
た
と
感
動
し
て
も

ら
い
た
い
」
と
い
う
天
野
さ
ん
は
、
71
歳
な
が

ら
も
パ
ソ
コ
ン
を
駆
使
し
て
プ
ロ
ジ
ェ
ク
タ
ー

で
説
明
も
す
る
。

　
「
自
分
の
活
動
が
少
し
で
も
地
域
の
活
性
化

に
繋
が
れ
ば
と
思
っ
て
い
る
」
と
い
う
天
野
さ

ん
は
、
町
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
ガ
イ
ド
と
し
て
、

グ
リ
ー
ン
ツ
ー
リ
ズ
ム  

イ
ン
ス
ト
ラ
ク
タ
ー

と
し
て
の
活
動
も
行
っ
て
い
る
。「
能
登
半
島

の
こ
れ
か
ら
は
グ
リ
ー
ン
ツ
ー
リ
ズ
ム
、
つ
ま

り
体
験
し
て
も
ら
っ
て
感
動
し
て
も
ら
う
こ
と

が
大
切
に
な
る
」
と
考
え
て
い
る
。

　
「
能
登
の
文
化
を
ア
ピ
ー
ル
す
る
た
め
に
は

『
光
』
と
『
音
』
が
大
切
。
キ
リ
コ
祭
り
も
ア

マ
メ
ハ
ギ
も
光
と
音
の
文
化
と
い
え
る
」
と
話

す
天
野
さ
ん
。

　

鬼
の
面
の
小
さ
な
穴
か
ら
見
え
る
能
登
町
の

未
来
は
、
き
っ
と
光
り
輝
い
て
い
る
の
で
は
な

い
だ
ろ
う
か
。

アマメハギ保存会会長

 天
あ ま の

野　登
のぼる

さん

　　　　　（71歳・秋吉）
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寺院を前に放水する消防団員

地域の宝物を守れ！
文化財火災防御訓練

　1月 26 日の「文化財防火デー」に合わせた文化財火災防御

訓練が 1月 21 日に鵜川の菅原神社、28 日に上町の徳宝寺で行

われました。

　徳宝寺には、天然記念物のケヤキなど文化財が 2点あります。

本堂から火災が発生したという想定で、消防署柳田分署、上町

分団、上町分団斉和部が訓練を実施しました。消防署員、消防

団員らは、防火水槽からすばやくホースをつなぎ、放水を行い

ました。訓練後、住職の横山さんは「今後、より一層防火意識

を持っていきたい」と話していました。

　平安時代末期から室町時代後半にかけて流通したとされる

「珠洲焼」は珠洲市と内浦地区だけで生産されていたと考えら

れています。町では、今年度に行延地区と河ヶ谷地区の 2カ所

で窯跡の発掘調査を行いました。今回、8月の行延に続き、河ヶ

谷の窯跡が 2月 14 日に公開されました。この窯跡は、鎌倉時

代前半に操業されていたものと判明しました。珠洲焼窯の中で

は古い段階のもので検出例も少ないため、この時期の窯の構造

や珠洲焼生産のあり方などを考察する資料として、とても貴重

な発掘となりました。

珠洲焼の歴史に迫る発掘
河ヶ谷ミソメ窯跡記者発表

　国のため、国民のために厳しい訓練と任務にあたる自衛隊。

4月から自衛隊に入隊を予定している若者の激励会が 2月 13

日に能都庁舎で行われました。

　激励会には、入隊予定の 4人のうち 3人が出席しました。持

木町長は「防衛庁から防衛省に変わり自衛隊の役割は大きく

なっています。国を守る最前線として任務を果たしてください」

と 3人を激励しました。これを受け、入隊予定者を代表して中

野成仁さん（柿生）が「入隊後は国民の期待に応えられるよう

訓練に励みます」と決意を述べました。

「がんばります」町長と握手を交わす入隊予定者の 3人

春からは自衛官として
自衛隊入隊予定者激励会

195 人を代表して宣誓する山瀬健也さん

立志の集い

　志を立て、自分が望む未来へ向かって努力することを誓う「立

志の集い」が 2月 15 日に能都庁舎で行われ、町内の中学 2年

生 195 人が集まりました。式では、持木町長が「前途あるみな

さんのこれからの活躍に期待します」と激励の言葉を贈り、生

徒代表の山瀬健也さん（柳田中）が「どんな困難にも負けな

い根性を持ち、自分らしく生きていきます」と誓いの言葉を

述べました。この後、大箱地内にアトリエを構えた抒
じょじょう

情書家、

室
むろやいっしゅう

谷一柊さん・朱
しゅきん

琴さんによる講演が行われました。室谷さん

は生徒たちに、志をもつことの大切さを訴えました。

志をもち、自分らしく生きる

　石川県漁業協同組合小木支所所属のインドネシア漁業研修生

バンド「チュミボーイズ」は、イカ釣漁が休漁となる 1月から

3月にかけて施設の慰問などの活動を行い、地域の人との交流

を深めています。

　今回メンバーが入れ替わり、新たに結成されたチュミボーイ

ズが 1月 30 日に小木デイサービスセンターを慰問しました。

インドネシアの正装であるバティックと呼ばれる服に身を包ん

だ研修生は、インドネシアや日本の曲など 7曲を披露し、お年

寄りと交流しました。

インドネシアの歌で交流
チュミボーイズ施設慰問

発掘された窯跡について説明する可児学芸員 ポチョポチョというダンスを披露するチュミボーイズ

豊漁を祈り、各地で起舟祭
起舟祭

　起舟は、旧暦の正月にあたる 2月 11 日に行われる漁師の伝統行事です。舟

の仕事始めを意味し、昔は正月前後に休漁し、浜に揚げてうつぶせにしてい

た舟を起こして漁に出ていたことが語源といわれています。

　町内各地で行われる起舟の方法はさまざまですが、一般的には、網元が乗

組員らを集め、海の神様である金比羅様や恵比須様に今年の豊漁と安全を祈

願し、新鮮な魚料理でもてなします。

　また、この日は各地の漁船に色とりどりの大漁旗が掲げられます。漁師町、

港町ならではの伝統行事であるこの起舟は、自然を相手にする漁師が神様を

大切にする心を忘れないための大切な行事となっています。

▲

七見の中田さんの家では、乗組員をは
じめ親戚や地域の人が集まり、今年の豊
漁と海の安全を祈願しました

▲

宇出津大敷では、恵比寿様に大漁を
祈願し、「どどいつ」に合わせて大盃
を飲み回します

自分が選んだ土器を濡らし、紙に密着させる参加者

真脇遺跡体験館で拓本作り

　1月 28 日、真脇縄文館で新しく考案された体験メニューに

高倉地区の親子約 20 人が挑戦しました。考案されたメニュー

は、遺跡公園内で採取されたシイの実を使ったケーキ作りと縄

文土器を使った拓本下敷き作りの２つです。ケーキ作りはシイ

の木が実る季節限定で、きなこ味と黒砂糖味の 2種類のケーキ

を作りました。拓本作りは、発掘調査で実際に行われている作

業をアレンジしたもので、土器に紙を密着させ、浮かび上がっ

た模様に好みの色を付けるものです。参加者は、自分の好きな

模様の土器を手に取り、真剣に作業をしていました。

好きな模様の土器を手に
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【今月の納税】　国民健康保険税第 9期　納期限：4月 2日㈪ Ｐｉｃｋｕｐ

■保険料の納め忘れはないですか？
　国民年金の給付は老後の生活保障
や、事故・病気になったときの障害
年金、生計を維持している人が亡く
なったときの遺族年金があります。
　あなたや家族の年金権を守るため
にも、保険料は忘れずに納付しま
しょう。
■加入記録を把握していますか？
　老後、もしものときなどに確実に
年金を受けられるよう、年金の加入
記録を把握しておきましょう。
★チェック①　
　年金手帳はありますか？
　手帳が 2冊ある人、また年金番号
が 2つ以上ある人は、それぞれ１つ
にまとめましょう
★チェック②　
　加入期間記録を確認できますか？
　厚生年金、共済年金、国民年金の
記録が入っていますか。基礎年金番
号で加入記録が分かります。
★チェック③　
　保険料未納については相談を！
　保険料を納め忘れていても、2年

以内であれば、さかのぼって納める
ことができます。

■こんな方は速やかに届出を！
　次のような場合には窓口での届出
が必要です。印鑑・健康保険証書（加
入証明書や喪失証明書）を持参し、
すみやかに届出をしましょう。
　・20 歳になったとき（厚生年金・共

　　済年金加入の方は除く）

　・学生の方が就職した場合

　・勤務先の変更や退職したとき

　・結婚して夫の扶養になったとき

　・夫の扶養からはずれたとき

　・任意加入するとき、またはやめるとき

　・住所、氏名が変わったとき

　
「出張年金相談」のお知らせ
〈日時〉3 月 9 日㈮ 10:00 ～ 15:00
〈場所〉能登町商工会（宇出津）
〈持ってくるもの〉
年金手帳・健康保険証書など
〈相談員〉
七尾社会保険事務所年金専門員
問 町民課年金係 ☎ 72-2501 

国民年金
のはなし

生涯学習振興大会記念講演会
〈日  時〉3月11日 ㈰ 10:30 ～（9:00 開場）　
〈会  場〉能都庁舎 4階ホール（入場無料）

「日本人のこころ」　講 師  辺見じゅん（作家）
プロフィール
 富山県生まれ。作家・歌人として活躍中。主な著書に「男たちの大和」
（第 3回新田次郎文学賞受賞）「呪われたシルク・ロード」ほか多数

問 生涯学習課 ☎ 72-2510

  梅
う め

 佳
か よ

代写真展
シャッターチャンス祭り
                                       inYANAGIDA

〈日時〉3 月 27 日㈫～
　　　　4月 14 日㈯
　　　10:30 ～ 18:30
〈場所〉柳田教養文化館

　写真集「うめめ」などで注目
されている能登町十郎原出身の
写真家、梅 佳代さん（25 歳）
の写真展「シャッターチャンス
祭り inYANAGIDA」が開催され
ます。日常生活の中で起こる一
瞬の出来事をとらえた思わずほ
ほえんでしまうような写真が特
徴です。今年 1 月に TBS 系の
ドキュメンタリー番組「情熱大
陸」で取り上げられてからは、
さらに脚光を浴びています。
　梅さんは、27 日のオープニ
ングに来場する予定です。

【プロフィール】昭和 56 年生
まれ。宇出津高校（現・能都北
辰高校）卒業後、大阪市の写真
専門学校に進学。在学中にカメ
ラメーカー主催のコンテストで
２度入賞するなど頭角を現し、
現在東京を中心に活動中。
問 商工観光課 ☎ 72-2505

 お知らせ
対象になる方は忘れずに申請を！

　中小企業経営支援緊急助成金制度、
労働保険緊急助成制度は、本年度で廃
止します。申請期限以降の受付けは一
切行いませんのでご注意ください。
〈申請期限〉3 月 30 日㈮
問 商工観光課 ☎ 72-2505

小動物適正飼育推進補助金の廃止

　町の行政改革の一環として「犬猫避
妊去勢手術費補助」が平成 19 年度よ
り廃止となります。
問 環境対策課 ☎ 62-8507

内浦地区の屋外告知器について 

　

   現在整備を進めている内浦地区の
「屋外告知器」は、３月上旬に工事が
完了する見込みです。3月 12 日㈪か
ら 16 日㈮にかけて、告知器から流れ
る音量や聞こえる範囲などを検査する
放送の総合試験を行います。
　ご迷惑をおかけしますが、ご協力を
お願いします。
問 総務課 ☎ 62-8510

海上保安署の電話番号が変わります

　４月 1日から能登海
上保安署の電話番号が
変わりますのでご注意
ください。また、海の
事件や事故は局番なし
の１１８番へご連絡く
ださい。

★変更後の番号
　０７６８－７４－８１１８
問 能登海上保安署 
　☎ 74-0075（３月末まで）

講 習・イベント
思春期のこころを考える研修会 

　思春期の問題（不登校・いじめ・非
行など）について適切な対応ができる
よう、心のサポートについて考えます。
いずれも匿名で参加できます。
〈日時〉3 月 9 日㈮ 13:30 ～ 16:30
〈場所〉能登空港ターミナルビル４階
〈対象〉思春期の問題に関心のある保
護者および学校職員・児童保健福祉関
係者など
〈内容〉

▽講話と質疑応答 13:30 ～ 15:40
講師：金沢弁護士会子どもの権利委員
会委員 NPO 法人子どもの権利支援セ
ンターぱれっと監事・保護司 二木克
明 氏、公立能登総合病院精神センター
精神科医師 西村正史 氏

▽座談会 15:50 ～ 16:30
・支援者座談会（教職員・保健福祉関
　係者のみ参加）
・家族座談会（保護者のみ参加）
問 県能登北部保健福祉センター
 　　　　　　　   　☎ 0768-22-2011
　または珠洲地域センター☎ 84-1511

金沢地方法務局珠洲出張所が統合

　３月 12 日㈪から金沢地方法務局珠
洲出張所は金沢地方法務局輪島支局へ
統合されます。これによりすべての登
記事務は輪島支局で取り扱うことにな
ります。なお、珠洲出張所で交付を受
けた会社・法人の印鑑カードは輪島支
局でもそのまま利用できます。
問 金沢地方法務局輪島支局（輪島市
合同庁舎２階） ☎ 0768-22-0426

能登のおいしい海藻を楽しむ！ 

　海藻を観察・採取して、能登の代表
的な海藻料理法を紹介する「磯の自然
観察会」に参加しませんか。
〈日時〉3 月 17 日㈯ 13:30 ～
〈場所〉のと海洋ふれあいセンター周辺
〈定員〉20 人（小学校低学年以下は保
護者同伴で参加してください）
〈参加費〉無料（高校生以上の方は入
館料 200 円が必要です）
※野外で活動できる服装、濡れてもよ
い靴、雨具などを準備ください。
問 のと海洋ふれあいセンター
　 ☎ 74-1919

春のメイクで変身！ラブロ体験教室

　あなたに合った春のメイク方法を体
験してみませんか。
〈日時〉3 月 17 日㈯ 13:00 ～
〈場所〉ラブロ恋路
〈定員〉10 人
〈参加費〉
１人：1,000 円
〈申込期限〉
3 月 14 日㈬
問 ラブロ恋路 
　 ☎ 72-1234



　春蘭の里実行委員会は、平成８年から地域おこ
しに取り組んでいる団体で、最初は宮地・鮭尾
地区 7人のメンバーで立ち上げました。最近は
交流人口の拡大を目指してグリーンツーリズム活
動に取り組んでいて、昨年１年間で 802 人の方
が訪れるようになりました。また、廃校舎を利用
してオープンした「こぶし」にも 530 人が訪れ、
今後も交流人口の増加が見込まれています。
　昨年度、春蘭の里実行委員会はエンデバーファ
ンド３回目の助成を受けました。事業内容は、炭
焼き体験のための炭焼き窯を整備することです。
　炭焼き窯を整備することで、体験メニューの充
実と荒れていく里山を保全していきたいと考えて
います。窯造りは昨年 9月から取り組んでいま
すが、かやぶき屋根のかやが集まらずに作業は遅
れました。2月中には完成させ、運営委員会で報
告できるようにしたいと思っています。
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画
財
政
課
、
内
浦
・
柳
田
サ
ー
ビ
ス
課

※
能
登
町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
す

　

る
こ
と
も
で
き
ま
す
。

◆
受
付
期
限

　

3
月
30
日
㈮

◆
助
成
の
決
定
と
通
知

　

助
成
希
望
者
は
、
申
請
内
容
を
運
営
委
員
会

（
審
査
会
）
で
説
明
し
ま
す
。
運
営
委
員
会
で

審
議
の
結
果
、
出
さ
れ
た
答
申
に
基
づ
い
て
助

成
先
と
助
成
金
額
を
決
定
し
、
後
日
文
書
で
申

請
者
に
通
知
し
ま
す
。

　

審
査
の
状
況
は
原
則
公
開
さ
れ
ま
す
。

◆
審
査
基
準

①
ま
ち
づ
く
り
活
動
に
対
す
る
熱
意
が
あ
り
、

　

そ
の
活
動
を
発
展
さ
せ
る
た
め
に
助
成
の
効

　

果
が
高
い
こ
と

②
活
動
の
実
現
性
が
高
い
こ
と

③
新
し
い
視
点
か
ら
ま
ち
づ
く
り
活
動
の
提
案

　

が
み
ら
れ
る
こ
と

④
地
域
の
住
み
よ
い
環
境
に
し
て
い
く
た
め
に

　

意
義
の
あ
る
活
動
で
あ
る
こ
と

◆
助
成
金
の
交
付

　

助
成
が
決
定
し
た
場
合
は
、
3
週
間
程
度
で

指
定
口
座
に
振
込
ま
れ
ま
す
。

◆
活
動
結
果
の
報
告

　

助
成
金
に
よ
る
活
動
成
果
は
、「
助
成
金
報

告
書
」
を
提
出
し
て
も
ら
う
と
と
も
に
次
年
度

の
運
営
委
員
会
で
報
告
し
て
も
ら
い
ま
す
。

※
施
設
整
備
の
例
と
し
て

歴
史
的
な
街
並
み
の
保
存･･･
伝
統
文
化
継
承

の
た
め
の
資
料
館
な
ど
の
整
備
や
、
地
域
の
伝

統
的
な
町
屋
、
歴
史
的
建
造
物
の
保
全
・
改
修

な
ど

観
光
振
興･･･

観
光
振
興
の
た
め
の
案
内
板
の

設
置
な
ど

【
申
請
相
談
強
化
期
間
】

　

3
月
5
日
㈪
〜
9
日
㈮

　

企
画
や
申
請
書
の
記
入
な
ど
、
ご
不
明
な
点

は
強
化
期
間
以
外
で
も
お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ

さ
い
。

問
企
画
財
政
課
企
画
係
☎
62
ー
８
５
０
３

　

こ
の
フ
ァ
ン
ド
は
、
住
民
に
よ

る
ま
ち
づ
く
り
活
動
が
「
タ
マ
ゴ

か
ら
ひ
よ
こ
に
な
る
ま
で
」
を
ソ

フ
ト
、
ハ
ー
ド
（
※
施
設
整
備
）

の
両
面
か
ら
支
援
す
る
こ
と
を
目

的
に
、
そ
の
企
画
内
容
に
応
じ
て

必
要
な
資
金
を
助
成
し
ま
す
。

　

今
年
は
、
み
な
さ
ん
の
相
談
、

質
問
に
集
中
的
に
対
応
す
る
た
め

に
「
申
請
相
談
強
化
期
間
」
を
設

け
ま
し
た
。「
申
請
書
の
書
き
方
が

わ
か
ら
な
い
」「
こ
の
企
画
は
該
当

す
る
の
か
」
と
い
う
よ
う
な
場
合

に
は
、
早
め
に
相
談
す
る
こ
と
に

よ
り
適
切
な
ア
ド
バ
イ
ス
を
受
け

る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

住民による、住民のためのまちづくりを目指す

Interview
　昨年度申請を行い、助成を
受けた「春蘭の里実行委員会」
で、ファンドへの申請などを
担当している松井三代治さん
にお話を伺いました。

「
公
益
信
託
エ
ン
デ
バ
ー
フ
ァ
ン
ド
21
」

申
請
受
付
中
！

募　集
能登町奨学生募集　　　　　    

　奨学金貸与を受ける学生を募集します。
〈貸与区分〉
◆高校生：月額 20,000 円　
◆短大・高専：月額 25,000 円
◆大学生（4年制）：月額 30,000 円
〈募集期限〉4 月 20 日㈮
※選考委員会により奨学生を決定
問 学校教育課 ☎ 72-2509

町営住宅入居者募集　　　　    

〈募集期間〉3 月 1 日㈭～ 15 日㈭
〈対象住宅〉桜木住宅１戸（2DK・鵜川）

〈家賃〉所得により決定
〈入居資格〉
・能登町に住所を有する方（予定者も含む）
・住宅に困窮している方
・町税などの滞納がない方
・収入基準：所得月額が 20 万円以下
※単身の方はご遠慮いただくことがあ
ります。
問 建設課 ☎ 76-8304

食品表示モニターを募集します 

　県ではＪＡＳ法に基づく食品表示の
適正化を推進するため、スーパーや
小売店舗などで日常のお買い物の中か
ら、消費者の目線で食品の表示状況を

モニターする方を募集します。
〈期間〉5 月 1 日㈫～平成 20 年 3月 31 日
〈対象〉平成 19 年 4 月 1 日現在、県
内に在住する満 20 歳以上で 4月下旬
に実施する研修会に参加可能な方。
〈募集人数〉100 人
〈申込受付〉専用の応募用紙に必要事
項を記入のうえ下記まで郵便・FAX・
e-mail で 3 月 30 日㈮までに申込みく
ださい。（応募用紙が必要な方は下記
までご連絡ください）
問 県農林水産部消費流通課消費安全
　グループ ☎ 076-225-1627　
    e-mail   syouhi@pref.ishikawa.lg.jp

青年国際交流事業に参加しませんか

　内閣府では将来を担う国際感覚豊か
な青年を育成するため、さまざまな国
際交流事業を実施しています。
　現在平成 19 年度事業の参加青年を
募集しています。
〈平成 19年度事業〉
　□国際青年育成交流
　□日本・中国青年親善交流
　□日本・韓国青年親善交流
　□世界青年の船
　□東南アジア青年の船
　詳しい内容については下記までお問
い合わせください。
問 県観光交流局国際交流課
　☎ 076-225-1381
　http://www.cao.go.jp/koryu/ 

国家公務員採用試験　　　　    

　人事院は平成 19 年度中に次の採用
試験を行います。申込用紙・受験案内
は郵便でも請求することができます。
　詳しくは人事院中部事務局までお問
い合わせください。

〈受付期間〉
Ⅰ種　4月 2日㈪～ 9日㈪
Ⅱ種　4月 13 日㈮～ 24 日㈫
Ⅲ種　6月 26 日㈫～ 7月 3日㈫
〈受験案内等配布開始日〉
Ⅰ種・Ⅱ種　すでに開始
Ⅲ種　5月 14 日㈪
※他にも国税専門官、法務教官、航空
管制官、刑務官、入国警備官などの試
験を実施します。
問 人事院中部事務局 ☎ 052-961-6838
http://www.jinji.go.jp/saiyo/saiyo.htm

相　談
 法律相談　　　　　　　　　    

　金沢弁護士会では能登法律相談セン
ターを運営し、法律相談を実施してい
ます。
〈3 月の相談日〉1 日、８日、15 日、
22 日（木曜日）13:45 ～ 16:15
〈場所〉穴水町地域情報センター
〈相談料〉30 分以内　5,000 円
〈申込受付〉相談日前日の午後 5時ま
でに電話で予約ください。
問 金沢弁護士会 ☎ 076-221-0242

心配ごと相談　　　　　　　    

　日常生活での悩みごとや心配ごとに
相談員が親身にお応えします。
〈能都庁舎〉
　9日㈮、19 日㈪  10:00 ～ 12:00
〈笹ゆり荘〉
　13 日㈫、27 日㈫  10:00 ～ 12:00
〈内浦福祉センター〉
　12 日㈪  13:30 ～ 15:30
〈小木支所〉
　20 日㈫  13:30 ～ 15:30
問 社会福祉協議会 ☎ 72-2322



「相撲王国・能登町」から 3人が大相撲に入門！

2007.3  № 2521 20

　日本の国技「相撲」。そして日本相撲協会が主催するプロの相撲興行が「大相撲」です。大相撲
の力士になるためには、相撲部屋に入門しなければなりません。
　3月、能登町から 3人が相撲部屋に入門し、町出身の力士は 5人になります。3月場所（大阪）
では入門したての力士たちによる「前相撲」を行い、5月場所（東京）からは「序ノ口」として
番付に名前が載ることになります。
　序ノ口、序二段、三段目、幕下という階段を駆け上がり、１日も早く十両（関取）になれるよ
うみなさんもぜひ応援してください。

寺て
ら
し
た下　

隆た
か
ひ
ろ浩

（
22
歳
・
崎
山
）

能
都
中
学
校
↓
金
沢
市
立
工
業
高
校
↓
東
洋
大

学
↓
阿お
う
の
ま
つ

武
松
部
屋
へ

身
長
１
８
７
㎝
、
体
重
１
４
０
㎏

【
主
な
成
績
】
小
学
生
大
会
優
勝
、
国
体
少
年

個
人
優
勝
、
全
日
本
ベ
ス
ト
８
な
ど

「
大
相
撲
は
子
ど
も
の
こ
ろ
か
ら
の
夢

だ
っ
た
。
今
行
か
な
か
っ
た
ら
後
悔

す
る
。
勝
負
し
て
み
よ
う
と
思
っ
た
」
と
入
門

を
決
め
た
き
っ
か
け
を
話
す
寺
下
さ
ん
。
大
学

時
代
は
怪
我
も
あ
っ
て
満
足
す
る
活
躍
が
で
き

ず
「
自
分
を
鍛
え
直
す
た
め
、
稽
古
が
厳
し
い

と
い
わ
れ
る
阿
武
松
部
屋
に
決
め
た
」と
い
う
。

　
「
一
気
の
寄
り
じ
ゃ
な
い
と
勝
て
な
い
」
と

話
す
寺
下
さ
ん
が
目
標
と
す
る
の
は
出
島
関
の

出
足
だ
そ
う
だ
。「
能
登
町
と
い
う
誇
り
を
胸

に
、
早
く
関
取
に
な
っ
て
故
郷
へ
錦
を
飾
り
た

い
」
と
意
気
込
み
を
語
っ
て
く
れ
た
。

久ひ
さ
や
ま山　

毅つ
よ
し

（
18
歳
・
宇
出
津
）

能
都
中
学
校
↓
金
沢
市
立
工
業
高
校
↓
片か
た
お
な
み

男
波

部
屋
へ

身
長
１
８
０
㎝
、
体
重
１
２
０
㎏

【
主
な
成
績
】
全
中
団
体
3
位
、
高
校
新
人
大

会
個
人
優
勝
な
ど

「
小
さ
い
と
き
か
ら
の
夢
だ
っ
た
」
と
い

う
大
相
撲
に
入
門
す
る
こ
と
を
決
め

た
久
山
さ
ん
。
片
男
波
部
屋
へ
は
監
督
の
紹
介

で
決
め
た
と
い
う
。「
実
際
に
稽
古
を
見
学
し

て
、
い
い
稽
古
を
し
て
い
る
と
思
っ
た
」
と
話

す
。
右
四
つ
が
得
意
な
久
山
さ
ん
が
目
指
す

相
撲
は
白
鵬
関
の
相
撲
と
の
こ
と
。「
勝
つ
た

め
に
は
心
技
体
す
べ
て
が
強
く
な
ら
な
い
と
い

け
な
い
」
と
感
じ
て
い
る
久
山
さ
ん
。「
土
俵

に
上
が
っ
た
ら
全
部
勝
つ
つ
も
り
で
い
く
」
と

き
っ
ぱ
り
。「
能
登
町
の
人
に
あ
の
力
士
は
い

い
な
と
言
わ
れ
た
い
」
と
語
っ
て
く
れ
た
。

三み

せ瀬　

功こ
う
た太

（
18
歳
・
崎
山
）

能
都
中
学
校
↓
金
沢
市
立
工
業
高
校
↓
玉た
ま
の
い

ノ
井

部
屋
へ

身
長
１
８
２
㎝
、
体
重
１
５
０
㎏

【
主
な
成
績
】
全
中
団
体
3
位
、
国
体
少
年
団

体
4
位
な
ど

「
自
分
が
ど
れ
だ
け
通
用
す
る
か
や
っ
て

み
た
か
っ
た
」
と
い
う
三
瀬
さ
ん
は
、

あ
こ
が
れ
だ
っ
た
大
相
撲
に
挑
戦
す
る
こ
と
を

決
心
し
た
時
を
振
り
返
る
。
部
屋
は
監
督
の
紹

介
で
決
め
た
と
の
こ
と
。目
標
と
す
る
力
士
は
、

同
じ
部
屋
の
栃
東
関
。「
自
分
は
突
き
押
し
相

撲
な
の
で
気
持
ち
で
絶
対
に
負
け
な
い
よ
う
に

し
て
い
る
」
と
い
う
。

　
「
対
戦
相
手
に
す
べ
て
勝
つ
」
と
話
す
三
瀬

さ
ん
。「
早
く
関
取
に
な
っ
て
能
登
町
に
恩
返

し
が
し
た
い
。
夢
は
一
番
上
の
横
綱
で
す
」
と

決
意
し
て
い
る
。

目標は関取、夢は横綱

能登町民バドミントン大会
〈期日〉3 月 11 日㈰ 9:00 ～
〈場所〉内浦体育館
〈対象〉能登町在住・在勤のスポーツ
愛好者のみなさん（バドミントン経験
不問・初心者から）
〈部門〉小学生の部（ダブルス）、学生
の部（中高生ダブルス）、一般の部（社
会人ダブルス：経験者と初心者との部
門は分けます）
〈参加費〉小学生：500 円　学生・一
般の部：1,000 円
〈申込受付〉内浦・能都・柳田各体育館、
かんまち接骨院にある申込用紙に必要
事項を記入のうえ 3月 3 日㈯までに
お申込みください。
問 町バドミントン協会 干場
　（かんまち接骨院）まで ☎ 76-0090

第 19 回北信越中学校インドアソフト
テニス大会（1/21）
〈男子団体〉３位　鵜川中学校ソフト
テニス部

第 24 回全能登中学校交歓バスケット
ボール田鶴浜大会（1/27・28）
２位　小木中学校女子バスケットボール部
３位　松波中学校女子バスケットボール部

県室内ゲートボール大会（1/31）
優勝　能都チーム（水元加津江・武田
すさ子・北山あき子・石山幸子・石山
庄栄・北山久公）

ITC スノーバトル 2007  IN  CYUGU に
緑栄会が出場！ (2/3)
　白山市の白山中宮温泉スキー場で開
かれた雪合戦の大会に、能登町から緑
栄会のメンバーが参加し、会場を盛り
上げました。１チーム６人、28 メー

トル四方のコートで布製のボールを
使って行われたこの大会。町のＰＲの
ため選手達は雪の中、大奮闘しました。

平成 18年度防火ポスターコンクール
〈最優秀賞〉４年の部 出村魁人（鵜川
小）５年の部 槻　輝斗（鵜川小）６
年の部 鳥越陽大（鵜川小）中学生の
部 釣谷帆奈未（小木中）
〈優秀賞〉４年の部 東手雄太（宇出津
小）鳥越三恵（鵜川小）５年の部 小
杉紗代（鵜川小）洲崎政紀（鵜川小）
６年の部 夏畑李香（鵜川小）中口絢
菜（小木小）中学生の部 尾形直亮（能
都中）釣谷李紗（鵜川中）

手作りのカツラで参戦した緑栄会！見事「石
川テレビ賞」を受賞

2月 13 日、持木町長に優勝報告を行った能
都チームのメンバー

スポーツ
カルチャー
案内＆結果

Le
t's
 En
joy
 Sp
ort
s a
nd
  cu
ltu
re

※大会案内や結果は、主催者、学校、ス
ポーツ少年団などからの報告により掲載
しています。

　町では多世代、多種目、自主運営を特徴とし、いつでも・ど
こでも・誰でもが気軽にスポーツを楽しめる環境を地域住民の
みなさんと一緒に作り上げていきたいと考えています。
　そこで平成20年４月の総合型スポーツクラブ設立を目指し、
サポートしてくれる設立準備委員の方を広く募集します。
　〈募集人数〉公募委員若干名
　〈任期〉平成 19年４月中旬からクラブ設立の日まで
　〈活動内容〉設立までの準備（企画立案、活動・運営方法　
　　　　　　  の検討など）
　〈対象〉町内に引き続き１年以上居住する満 20歳以上の方
　〈応募期限〉4 月 13 日㈮
　問 スポーツ振興課 ☎ 72-2512　 内浦体育館 ☎ 72-0200

　2月 3日、設立準備委員会が主催し、小中高
生 130 人が参加したバスケットボール合同練
習会。町内のチーム間のつながりを強化し進学
してもスムーズに競技を継続できる体制づくり
を目的に行われました。

総合型地域スポーツクラブ
設立準備委員を募集！

能登町の未来はスポーツから変える！
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1 月 16 日～ 2月 15 日（80 件）

件　　　名 場所 落札額（円） 落札業者 件　　　名 場所 落札額（円） 落札業者
【学校教育課：２件】 普通河川岩井戸川  河川災害復旧工事 当目 5,600,000 ㈲渡瀬建設

町立小中学校耐震化優先度調査業務委託 能登町 1,850,000 ㈱浦建築研究所 普通河川田代川  河川災害復旧工事 当目 1,900,000 ㈲宮口建設

神野・寺分地区ｽｸｰﾙﾊﾞｽ停留所設置工事 神野・寺分 3,560,000 道下工務店 町道 2級藤ノ瀬 1号線  道路改良工事 藤ノ瀬 19,300,000 鈴平建設㈱

【監理課：1件】 町道 1級真脇小木 1号線  道路改良工
事（法面工） 姫 19,600,000 ㈱ﾗﾝﾄﾞｽｹｰﾌﾟ開発

能登町庁舎等吹付石綿除去工事 宇出津 20,757,000 ㈱ｺﾝｽﾃｯｸ金沢営業所 町道 1級笹川宇出津 1号線  道路災害復旧工事 大平 13,200,000 藤田建設運送㈲

【下水道課：8件】 町道 2級本木 2号線  道路災害復旧工事 本木 3,100,000 ㈱共立建設

下水道舗装本復旧工事その７（大平地内） 宇出津山分 9,700,000 丸建道路㈱ 町道 2級柏木鮭尾 1号線  道路災害復旧工事 柏木 3,000,000 ㈱ﾗﾝﾄﾞｽｹｰﾌﾟ開発

下水道舗装本復旧工事その８（四明ヶ丘地内） 藤波 13,800,000 北川ﾋｭｰﾃｯｸ㈱ 普通河川田谷出川  河川災害復旧工事 鶴町 4,240,000 ㈲宮田組

路面本復旧工事その３ 小木 14,600,000 丸建道路㈱ 普通河川武連川  河川災害復旧工事 武連 1,820,000 ㈲釣谷組

路面本復旧工事 羽根 19,700,000 沢田工業㈱ 町道合鹿 2号線  道路災害復旧工事 合鹿 4,520,000 ㈲吉田土建

管渠築造工事その３ 松波 14,300,000 ㈱西中建設 普通河川中ノ又川  河川災害復旧工事 上町 4,550,000 ㈲堂坂建設

舗装本復旧工事その３ 山田 11,600,000 島屋建設㈱ 普通河川寺分川  河川災害復旧工事 五郎左エ門分 4,300,000 ㈲吉田土建

舗装本復旧工事その４ 山田 5,650,000 ㈱ｿﾃｯｸ 普通河川日詰脇川  河川災害復旧工事 柳田 1,760,000 ㈲干場重機建設

舗装本復旧工事その５ 山田 12,000,000 丸建道路㈱ 普通河川岩井戸川  河川災害復旧工事 当目 4,250,000 ㈲宮口建設

【建設課：56 件】 普通河川久田川  河川災害復旧工事 久田 4,160,000 ㈲山本組

能登町道路情報管理ｼｽﾃﾑ導入業務委託 全域 6,900,000 国際航業㈱金沢営業所 普通河川寺分川  河川災害復旧工事 神和住 5,500,000 ㈲共栄建設

町道 2級笹川十郎原 1号線  用地測量業
務委託（その２） 十郎原 7,000,000 ㈱利水社能登営業所 普通河川極楽寺川  河川災害復旧工事 当目 2,980,000 ㈲宮口建設

町道時長泉 1号線  道路災害復旧工事 時長 9,900,000 ㈱西中建設 町道豊ヶ丘宮地 1号線  道路災害復旧工事 爼倉 5,320,000 ㈲松木産業

町道 1級不動寺宇出津 1号線  道路災害復旧
工事 国重 1,840,000 ㈲和光建設 普通河川寺田川  河川災害復旧工事 爼倉 2,270,000 ㈲能都左官

町道行延 1号線  道路災害復旧工事 行延 3,780,000 ㈱橋本建設 普通河川本木川  河川災害復旧工事 本木 4,350,000 ㈲森忠建設

普通河川国重川  河川災害復旧工事 国重 2,630,000 宝成工建㈱ 普通河川真脇川  河川災害復旧工事 真脇 1,300,000 藤田建設運送㈲

普通河川山崎川  河川災害復旧工事 行延 1,450,000 ㈱橋本建設 普通河川桑谷川  河川災害復旧工事 本木 4,310,000 ㈱蔦土木

町道 1級笹川宇出津 1号線  道路災害復旧工事 大平 1,440,000 ㈲木村建設 普通河川太田原川  河川災害復旧工事 太田原 2,860,000 ㈲松木産業

町道 2級瑞穂武連 1号線  道路災害復旧工事 武連 1,160,000 須美矢建設㈱ 普通河川岩井戸川  河川災害復旧工事 当目 2,740,000 ㈲寺谷組

町道 2級本木 2号線  道路災害復旧工事 本木 2,200,000 ㈲森忠建設 町道大箱 1号線（向山橋）橋梁改修工事 大箱 6,010,000 寺西建設㈱

町道真脇大沢 1号線  道路災害復旧工事 真脇 6,300,000 藤田建設運送㈲ 町道 2級当目 1号線  道路改良工事 大箱 8,390,000 寺西建設㈱

町道矢波爼倉 1号線  道路災害復旧工事 猪平 690,000 須美矢建設㈱ 【広報情報推進課：1件】

町道爼倉宮地 1号線  道路災害復旧工事 宮地 820,000 ㈲松木産業 能登町自主放送ﾃﾞｼﾞﾀﾙ送出設備工事 宇出津・柳田 9,200,000 富士通ﾈｯﾄﾜｰｸｿﾘｭｰｼｮﾝｽﾞ㈱金沢支店

町道鮭尾 1号線  道路災害復旧工事 宮地 4,100,000 ㈱ﾗﾝﾄﾞｽｹｰﾌﾟ開発 【水産課：1件】

町道 1級鴨川上長尾 1号線  道路災害復
旧工事 鴨川 1,300,000 ㈲干場重機建設 藤波漁港柳倉護岸修繕工事 藤波 600,000 ㈲木村建設

町道北河内 3号線  道路災害復旧工事 北河内 810,000 ㈲飯田組 【水産都市整備室：2件】

町道北河内 5号線  道路災害復旧工事 北河内 1,540,000 寺西建設㈱ 主要地方道能都内浦線整備工事 宇出津 11,520,000 札木建設

普通河川大箱川  河川災害復旧工事 大箱 2,910,000 寺西建設㈱ 主要地方道能都内浦線舗装工事 宇出津 15,300,000 ㈱ｿﾃｯｸ

普通河川大久保川  河川災害復旧工事 五郎左エ門分 2,380,000 ㈱青木産業 【水道課：5件】

普通河川大久保川  河川災害復旧工事 五郎左エ門分 5,150,000 ㈲共栄建設 舗装本復旧工事 当目 16,200,000 島屋建設㈱

普通河川西谷川  河川災害復旧工事 十郎原 1,350,000 ㈲共栄建設 舗装本復旧工事（野田地内） 柳田 20,000,000 島屋建設㈱

普通河川東谷川  河川災害復旧工事 十郎原 5,640,000 北能産業㈱ 内浦浄水場薬品注入設備改修工事 行延 41,900,000 荏原商事㈱金沢支店

普通河川東谷川  河川災害復旧工事 十郎原 3,450,000 北能産業㈱ 舗装本復旧工事（時長地内）その１ 時長 23,000,000 丸建道路㈱

普通河川岩井戸川  河川災害復旧工事 黒川 13,440,000 寺西建設㈱ 舗装本復旧工事（時長地内）その２ 時長 29,900,000 北川ﾋｭｰﾃｯｸ㈱

普通河川桐畑川  河川災害復旧工事 桐畑 4,360,000 ㈲東建設 【総務課：1件】

普通河川赤畑川  河川災害復旧工事 当目 8,900,000 ㈲渡瀬建設 能都庁舎 1階改修（老人室ﾊﾞﾘｱﾌﾘｰ）工事 宇出津 1,640,000 ㈲ﾋｻﾀﾞ工務店

普通河川田代川  河川災害復旧工事 大箱 7,590,000 花井建設 【農林課：3件】

普通河川田代川  河川災害復旧工事 当目 4,690,000 寺西建設㈱ 県単荒廃地復旧事業  十郎原地区復旧工事 十郎原 1,000,000 ㈲ﾓｱｸﾞﾘｰﾝ

普通河川田代川  河川災害復旧工事 当目 4,950,000 寺西建設㈱ 金山営農飲雑用水施設送水管布設工事 柳田 1,900,000 北能産業㈱

普通河川中ノ又川  河川災害復旧工事 上町 4,180,000 ㈲堂坂建設 金山農業集落道整備工事 柳田 7,250,000 北能産業㈱

※入札結果の件名は一部省略してあります。落札額には消費税相当額は含まれていません。
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「消さないで  あなたの心の  注意の火」
     春季全国火災予防運動　期間  3 月 20 日㈫～ 26 日㈪

　

２
月
11
日
、
松
波
分
団
車
庫

前
で
新
型
ポ
ン
プ
自
動
車
の
入

魂
式
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
式
で

は
持
木
町
長
か
ら
山
本
消
防

団
長
に
目
録
が
贈
呈
さ
れ
ま
し

た
。
山
本
団
長
は「
団
員
一
同
、

一
致
団
結
し
地
域
住
民
の
負
託

に
応
え
ま
す
」
と
謝
辞
を
述
べ

ま
し
た
。
最
後
に
松
波
分
団
員

に
よ
る
新
ポ
ン
プ
車
の
初
放
水

が
披
露
さ
れ
、
関
係
者
か
ら
は

今
後
の
活
躍
に
期
待
す
る
声
が

あ
が
っ
て
い
ま
し
た
。

松
波
分
団
に
最
新
鋭
ポ
ン
プ
自
動
車
を
配
備

　消防法の改正に伴い、住宅用火災警報器の設
置が義務化されました。広く住民のみなさんに
周知するため、町内で住宅用火災警報機を取り
扱っている販売店・電機工事店などを把握し公
表する必要が生じてきました。
　該当する方は、３月９日㈮までに消防署・各
分署までご連絡ください。

ピ
ピ
ィ
ー

住
宅
用
火
災
警
報
器
を

販
売
ま
た
は

取
り
扱
う
事
業
所
は
、

消
防
署
ま
で

ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

は
じ
め
て
み
ま
せ
ん
か

青
色
防
犯
パ
ト
ロ
ー
ル

　

青
色
防
犯
パ
ト
ロ
ー
ル
と
は
、
地
域
安
全
運
動
を
目
的
と
し
て
自
主

防
犯
パ
ト
ロ
ー
ル
を
行
う
団
体
が
、
警
察
に
申
請
し
て
、
青
色
の
回
転

灯
を
点
灯
し
パ
ト
ロ
ー
ル
を
行
う
活
動
で
す
。

〈
申
請
で
き
る
団
体
〉

①
県
ま
た
は
市
町

②
警
察
署
長
、
市
町
長
か
ら
防
犯

活
動
の
委
嘱
を
受
け
た
方
に
よ
り

構
成
さ
れ
る
団
体

③
実
績
・
計
画
に
照
ら
し
、
継
続

的
な
自
主
防
犯
パ
ト
ロ
ー
ル
の
実

施
が
認
め
ら
れ
る
こ
と

④
青
色
防
犯
パ
ト
ロ
ー
ル
講
習
を

受
講
し
て
い
る
な
ど
、
防
犯
パ
ト

ロ
ー
ル
中
に
予
想
さ
れ
る
事
案
に

対
し
、
適
切
に
対
応
で
き
る
と
認

め
ら
れ
る
こ
と

〈
青
色
防
犯
パ
ト
ロ
ー
ル
の
方
法
〉

①
青
色
回
転
灯
は
、
自
動
車
の
屋

根
に
１
個
ま
た
は
１
体
の
み
装
備

す
る
こ
と
と
し
、
マ
グ
ネ
ッ
ト
な

ど
に
よ
る
着
脱
式
も
適
応
し
ま
す
。

②
原
則
と
し
て
、
自
主
防
犯
パ
ト

ロ
ー
ル
の
実
施
時
以
外
で
は
、
回

転
灯
を
点
灯
さ
せ
る
こ
と
は
で
き

ま
せ
ん
。

③
車
体
に
団
体
の
名
称
お
よ
び
自

主
防
犯
パ
ト
ロ
ー
ル
中
で
あ
る
こ

と
が
分
か
る
よ
う
に
表
示
し
な
け

れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

　

詳
し
い
内
容
や
手
続
き
な
ど
は

能
登
警
察
署
ま
で
お
問
い
合
わ
せ

く
だ
さ
い
。

高齢歩行者（運転者）
の事故を防ぐための

※高齢者のみなさん、
春に向けて交通事故に
は十分注意しましょう
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健康福祉課 ☎ 72-2503

中
央
図
書
館 （
宇
出
津
公
民
館
内
）

　
　
　

☎
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ー
３
４
５
８

 　
　
　
　

☆
☆

 
■小児科専門外来〈循環器〉 3 月 6 日㈫ 14:00 ～ 16:00　 〈小児神経〉3 月 27 日㈫ 14:00 ～ 16:00

宇出津総合病院だより（☎ 62-1311） http://www.hospitalnet.jp/
診療情報は、病院ホームページで確認できます。

2日㈮10:30　子育て支援ルーム（未就園児の親子）
　　　　　　　「ピヨピヨタイム」

3 日㈯ 13:30　ひなまつり茶会（小学生以上）
9 日㈮ 10:30　子育て教室（未就園児の親子）
　　　　　　　「ママ喫茶」

10 日㈯ 13:30　こどもクッキング（小学生以上）
16日㈮10:30　子育て支援ルーム（未就園児の親子）
　　　　　　　「ピヨピヨタイム」

23日㈮10:30　子育て支援ルーム（未就園児の親子）
　　　　　　　「身体測定」

　　　　　　　　　◆開館時間　9:15 ～ 17:00
　　　　　　　　　◆休館日　月曜日、第３日曜日

3日㈯ 14:00　読み聞かせ「ひまわり」
7 日㈬ 15:00　ひなまつりミニお茶会
14 日㈬ 10:00　あっぷるくらぶ
　　　　　　　「ニュースポーツにチャレンジ！」

17 日㈯ 10:00　子ども生け花教室
17 日㈯ 14:00　読み聞かせ「ひまわり」
20 日㈫ 15:00　あっぷるたいむ
　　　　　　　「頭のたいそうで遊ぼう！」

★児育て教室　１日、８日、15 日、22 日、29 日㈭
の午前 10 時から、未就園児の親子を対象に絵本の

読み聞かせやリズム体操を行います。

　　　　　　　　　◆開館時間　10:00 ～ 18:00
　　　　　　　　　◆休館日　日曜日、月曜日

３
月
の
新
刊
案
内

キ
ミ
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と
な
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石
丸
誠
一

ま
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山
本
一
力

幸
福
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澤
田
ふ
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風
は
山
河
よ
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第
一
・
二
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昌
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日
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す
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い
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浅
田
次
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シ
ッ
ク
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ポ
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チ
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遠
藤 

徹

カ
ー
ラ
イ
ル
の
家　
　
　
　
　
　

安
岡
章
太
郎

双
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平
家
物
語　
　
　
　
　
　
　
　

  

橋
本 

治

「
女
の
マ
ナ
ー
」
に
は
コ
ツ
が
あ
る
！　

城
田
美
わ
子

捨
て
る
ほ
ど
幸
運
が
や
っ
て
く
る
！　

ユ
キ
シ
マ
ダ

稲盛和夫
■生き方
　混迷の時代に打ち込む、
「生き方」という一本の杭。
当代随一の経営者がすべて
の人に贈る究極の人生論。

司馬遼太郎
■二十一世紀に生きる君たちへ
　今、すべての日本人に語
りかける心のメッセージ！
あなたの大切な人と一緒に
読んでください。

★
お
は
な
し
会　

　

10
日
㈯ 
午
後
２
時
30
分

★
お
は
な
し
学
習
会　

　

14
日
㈬ 

午
後
７
時
30
分

★
お
は
な
し
勉
強
会　

　

18
日
㈰ 

午
後
１
時
30
分

★
読
書
会　

　

28
日
㈬ 

午
後
１
時
30
分

〈
開
館
時
間
〉　

　

水
〜
日
曜
日　

　

午
前
９
時
〜
午
後
５
時

〈
休
館
日
〉　

　

月
曜
日
、
火
曜
日
、
祝
日
、　

　

月
末
（
図
書
整
理
日
）

★
年
齢
に
あ
っ
た
本
を
ご
紹
介
し
ま
す
。

　

お
気
軽
に
図
書
館
ま
で
！

３～４カ月児健診・ＢＣＧ予防接種
〈日　時〉3 月 8 日㈭ 13:10 ～ 13:30（受付）
〈場　所〉能都庁舎 ３階研修室
〈対象児〉平成 18 年 11 月生まれ
〈持ち物〉母子健康手帳、健診おたずね票、ＢＣＧ予診票、
　　　　  バスタオル、おむつ
〈担　当〉３～４カ月児健診：公立宇出津総合病院小児科医師
　　　　  ＢＣＧ接種：千間医師

1 歳 6カ月児健診
〈日　時〉3 月 22 日㈭ 13:10 ～ 13:30（受付）
〈場　所〉能都庁舎 ４階ホール
〈対象児〉平成 17 年 7月 16 日～ 8月 31 日生まれ
〈持ち物〉母子健康手帳、健診おたずね票
〈担　当〉小児科医師・歯科医師・歯科衛生士・保健師・栄養士・
　　　　 保育士

赤ちゃん相談
〈日　時〉3 月 15 日㈭ 9:30 ～ 10:00（受付）
〈場　所〉まつなみキッズセンター
〈対象児〉満１歳未満
〈ミニ講話〉「離乳食をつくってみよう」
〈持ち物〉母子健康手帳、バスタオル、大人用エプロン、
　　　　  おむつ
〈担　当〉保健師・栄養士・母子保健推進員

献血にご協力をお願いします！
■ 3月 30 日㈮ 能都庁舎     9:30 ～ 12:00、13:00 ～ 15:00 

　 麻しん風しん混合（ＭＲ）予防接種はお済みで
すか。これは麻しん（はしか）と風しん（三日はし
か）を予防する予防接種です。4月から小学校に入
学するお子さんで第 2期未接種の場合は、3月末日
まで無料で接種できます。小学校入学後にかかるこ
とがよくあるため、入学前に接種することをおすす
めします。
　予診票は、すでに郵送してありますが、無くされ
た場合は健康福祉課までご連絡ください。
　【接種ができる医療機関】※必ず予約しましょう

無料健康講座を開きます
〈日　時〉3 月 15 日㈭ 14:30 ～ 16:00
〈場　所〉国重集会所
〈内　容〉「高齢者の健康管理」　
　　　　　講師：千間クリニック院長　
　　　　　　　　　　　千間　純二  先生
〈対　象〉どなたでも参加できます
　※国重シルバー会が県バリアフリーボラン　　
　　ティア活動支援事業の助成を受けて実施
　　する講座です。
　　　　　　　問 国重シルバー会 ☎ 62-2048

「
は
し
か
」

「
三
日
は
し
か
」の

予
防
接
種
は

小
学
校
入
学
前
に

受
け
ま
し
ょ
う
。

　・公立宇出津総合病院
　・柳田温泉病院
　・公立穴水総合病院
　・珠洲市総合病院
　・市立輪島病院
　・生垣医院
　・千間内科クリニック

・直井医院
・はしもとクリニック
・持木メディカルクリニック
・升谷医院
・小木診療所
・まるおかクリニック

2007.3  № 2525



  

出
生
児　

  

両
親
の
名
前　

   

住
所

    　

  

氏
名　

         

本
籍        

住
所

      

氏
名　

           

年
齢  　

    

住
所 

男

女

世帯数（戸）

人口（人） 22,764

10,708

12,056

8,144

（－ 67）

（ー 41）

（－ 26）

（－ 3）

こ せ き

の ま ど

1/16 ～ 2/15

先月との比較

※個人情報保護のため、本人またはご家族   
     の希望があったものを掲載しています

大
目
航こ
う
た太　

英
隆
・
和
美　

宇
出
津

廣
田
佳か

な奈　

嘉
亨
・
絹
世　

鵜　

川

沖
崎
旬し
ゅ
ん
た汰　

貴
之
・
理
恵　

爼　

倉

林　

千ち
さ
と里　

浩
之
・
友
理
子　

宇
出
津

益
田
悠ゆ
う
せ
い生　

一
盛
・
博
子　

鵜　

川

平成 19年 2月 1日現在

山
若
芳
信
さ
ん
（
羽
咋
市
）
５
万
円

能
登
町
へ

合併前から名前を変えながらも継続し

ていた行政と住民との直接対話の場。

今年度は「能登町の未来を語る会」と

して町内 5カ所で開催されました。参

加できなかったみなさんにどんなこと

が話し合われたのかをお知らせしよう

と 5カ所すべての語る会を取材しまし

た。以前の語る会では、その地区ごと

の話題が多く、今回もそういう意見が

多数でるのではと思っていました。し

かし今回の語る会では、その地区の話

題や要望などはほとんど出ることなく、

町の財政状況に対する質問、総合計画

に対する疑問、行政改革に対する叱咤

激励など、すべての会場で同じような

意見が出たことに驚きました。そして

「ようやく町がひとつになった」と実感

することができました。

　今回の語る会が、行政と住民が手を

取り合ってまちづくりを進める「協働

のまちづくり」への一歩となることを

期待し、その歩みを大きくするために

広報紙ができることを今後も考えてい

きたいと思います。

　能登町には暗い話題ばかりではあり

ません。この春から大相撲に入門する 3

人の若者は「故郷へ錦を飾りたい」「大

好きな能登町に恩返しがしたい」と話

してくれました。そして今や全国的な

人気となった写真家 梅  佳代さんの写真

展が故郷柳田で開催されます。故郷へ

錦を飾ることになった梅 佳代さんの個

展にぜひ足を運んでみてください。

　

春に１年生になる園児を取材して、真

新しいランドセルを家の中で背負って

いた自分を思い出しました。ふたを開

けたままおじきして教科書が出てきた

り、背負ったまま鉄棒をして頭にぶつ

けたことも。今回取材した年長さんの

みんなも４月からは小学校で色んな楽

しい思い出ができますように。

日 月 火 水 木 金 土
1 2 3

4 5 6 7 8 9 10

11 12 13 14 15 16 17

18 19 20 21 22 23 24

25 26 27 28 29 30 31

4/1 2 3 4 5 6 7

特集番組！　

★その他の番組：6:00～ ラジオ体操、7:30～ まちむらNOW（金土日は休）、8:00～ 農政番組（土日は休）、9:00～ のびのびかんたんみんなで体操、
　 9:30～ 里からの便り（金土日は休）、12:00～ ＪＡ番組（土日は休）、15:00～ のびのびかんたんみんなで体操、18:00～ 園芸番組（木金土日は休）
★「のとほっとらいん」はインターネットでも同時配信しています。能登町ホームページからご覧ください。
★番組と番組の間の時間には文字放送「テレビかわら版」でさまざまな情報をお伝えしています。

日
曜
リ
ク
エ
ス
ト

放送時間
 8:00
 10:00
 12:00
 16:00
 18:30
 20:00
 21:30

★きらきらチャンネル（自主制作番組）　　■とくトクたいむ（提供番組）　

金
剛　

弘　
　
　

77
歳　
　

小　

木

奥
野
和
男　
　
　

50
歳　
　

宇
加
塚

東　

ミ
カ　
　
　

84
歳　
　

清　

真

生
森
蓮
昌　
　
　

69
歳　
　

小　

木

松
原
勇
吉　
　
　

85
歳　
　

小　

木

山
瀬
健
二　
　
　

82
歳　
　

宇
出
津

町のホットな情報！

のと
ほっと
らいん

放
送
時
間

月～金 翌日
 　 18:30 ～（初回） 6:35 ～
 　 19:30 ～ 11:00 ～
 　 21:30 ～ 12:30 ～
　  23:30 ～

・再放送は翌日のみとなります。

月の
番組案内3

　カメラマン紹介①
　与野井  斗史（よのい・たけし）小間生
ひとこと：「みんなでつくる有線テレビです」

　 

段　

純
雄　
　
　

63
歳　
　

笹　

川

青
木
晃
慶　
　
　

79
歳　
　

波　

並

勝
木
正
二　
　
　

60
歳　
　

小　

木

竹
中
ち
よ
ゑ　
　

91
歳　
　

宇
出
津

府
玻
す
ま　
　
　

94
歳　
　

宇
出
津

谷
内
一
吉　
　
　

87
歳　
　

当　

目

德
成　

武　
　
　

80
歳　
　

松　

波

石
平
省
三　
　
　

87
歳　
　

小　

木

町
中
彌
一
郎　
　

87
歳　
　

矢　

波

大
目
新
次　
　
　

60
歳　
　

宇
出
津

横
田
一
郎　
　
　

68
歳　
　

松　

波

牧
野
光
男　
　
　

78
歳　
　

小　

木

猪
口
利
永　
　
　

80
歳　
　

上　

町

平
林
得
三
郎　
　

84
歳　
　

鵜　

川

嵐　

米
吉　
　
　

81
歳　
　
　

姫

鳥
毛
谷
久
作　
　

82
歳　
　

中　

斉

片
岡
千
代　
　
　

100
歳　
　

松　

波

山
端
祐
子　
　
　

59
歳　
　

波　

並

北
村
清
行　
　
　

57
歳　
　

真　

脇

瀬
端　

護　
　

穴
水
町

大
畠
里
美　
　

藤
ノ
瀬

濱　

暢
孝　
　

松　

波

北
野
達
子　
　

珠
洲
市

升
谷
秀
樹　
　

宮　

犬

横
関
昌
子　
　
神
奈
川
県

坂
上
行
彦　
　

山　

田

矢
部
幸
子　
　
神
奈
川
県

（（（（

藤
ノ
瀬

金
沢
市

金
沢
市

埼
玉
県

酒
田
秀
一
さ
ん
（
宇
出
津
）
10
万
円

矢
形
貫
司
さ
ん
（
小　

木
）
10
万
円

向
田
孝
幸
さ
ん
（
宇
出
津
）
10
万
円

東　

久
男
さ
ん
（
清　

真
）
10
万
円

松
原
英
之
さ
ん
（
小　

木
）
10
万
円

牧
野
拓
也
さ
ん
（
小　

木
）
５
万
円

高
野
山
金
剛
流
御
詠
歌
（
法
華
寺
・
本
両
寺
・

平
等
寺
・
長
福
寺 

代
表 

作
原
隆
章
） 

５
万
円

猪
口
利
夫
さ
ん
（
上　

町
）
10
万
円

嵐　

信
也
さ
ん
（　

姫　

）
10
万
円

妙
栄
寺
寒
修
行
構
中
（
波
並
）
１
万
円

大
乗
寺
寒
修
行
構
中
（
宇
出
津
） 

３
万
円

匿
名　
　
　
　
　
　
　
　
　

５
万
円

以
上
、
能
登
町
社
会
福
祉
協
議
会
へ

【
お
詫
び
】
２
月
号
の
「
寄
付
御
礼
」

で
間
違
い
が
あ
り
ま
し
た
。
訂
正
し

て
お
詫
び
い
た
し
ま
す
。

〈
正
〉
山
下
英
章
さ
ん
（
神
和
住
）

１
万
円 

社
会
福
祉
法
人
多
花
楽
会
へ

★能登町議会 3月定例会 25日、4月 1日の日曜日は除く
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★春になったら 1年生①
　　　～白丸・ひばり保育所～

■野村の自由学校
「自分でつくるクスリ箱」3月 3日㈯まで

き
ら
き
ら
・
と
く
ト
ク
放
送
時
間

月
〜
土
曜
日

①
10：

00
（
初
回
）　

②
16：

00

③
20：

00　

④
22：

00

5
日
㈪
〜
21
日
㈬

★
春
に
な
っ
た
ら
1
年
生
①
〜
⑤

　

保
育
所
・
保
育
園
の
年
長
組
さ
ん
は

４
月
か
ら
は
ピ
カ
ピ
カ
の
小
学
１
年
生

で
す
。
有
線
テ
レ
ビ
で
は
、
今
年
も
新

１
年
生
に
な
る
年
長
組
さ
ん
を
紹
介
す

る
番
組
を
放
送
し
ま
す
。
１
年
生
に
な

っ
た
ら
ど
ん
な
こ
と
が
し
た
い
の
か
、

元
気
な
子
ど
も
た
ち
に
教
え
て
も
ら
い

ま
し
た
。

　

全
５
回
に
分
け
て
放
送
し
ま
す
の
で
、

放
送
日
、
放
送
時
間
を
確
認
し
て
ご
覧

く
だ
さ
い
。

23
日
㈮
〜
4
月
3
日
㈫

★
能
登
町
議
会
3
月
定
例
会

　

町
議
会
３
月
定
例
会
の
模
様
を
放
送

し
ま
す
。
放
送
予
定
は
次
の
と
お
り
で

す
。（
変
更
に
な
る
場
合
も
あ
り
ま
す
）

23
日
・
24
日
（
金
・
土
）

　
　

開
会
、
議
案
上
程
、
質
疑

26
日
・
27
日
（
月
・
火
）
一
般
質
問
①

28
日
・
29
日
（
水
・
木
）
一
般
質
問
②

30
日
・
31
日
（
金
・
土
）
一
般
質
問
③

4
月
２
日
・
3
日
（
月
・
火
）

　
　

委
員
長
報
告
に
対
す
る
質
疑
・
討

　
　

論
・
採
決
、
閉
会

※日曜リクエストは、「きらきらチャンネル」で放送した番組の中から再放送しています。番組のリクエストは広報情報推進課☎ 76-8301 まで。

石川県議会議員選挙の投票日は

この一票  たしかな心と  目を持って 　    問選挙管理委員会☎ 62-8510

４
月
８
日
日

投票日に投票所へ行けない方は、期日前投票ができます。

開設時間 投票所 投票時間

3 月 31 日㈯～ 4月 7日㈯

能都庁舎　1階集会室 8:30 ～ 20:00

柳田庁舎　1階事務室

10:00 ～ 19:00
内浦庁舎　1階ロビー

4月 5日㈭～ 4月 7日㈯
鵜川支所　図書室

小木支所　ロビー

投票時間午後７時まで（一部午後６時）

（予定）

★春になったら 1年生②
　　　～松波保育園・上町保育所～

★春になったら 1年生③
　　　～鵜川・柳田保育所～

★春になったら 1年生④
　　　～しらさぎ・内浦保育所～

★春になったら 1年生⑤
　　～高倉・神野保育所・小木保育園～

★能登町議会 3月定例会

★能登町議会 3月定例会
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